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2021年6月17日 中国経済は安定した回復、政治も極めて安定
2021年6月17日 FOMCの結果からみる市場へのインプリケーション

2021年6月24日

景気回復を受け米欧の金融政策姿勢に変化はみられるか
2021年7月の注目イベント

 新型コロナウイルスの感染拡大に対し、米欧を中心にワクチン接種が進展しており、これらの国・地域では経済
活動が本格化しています。7月は米国、ユーロ圏、中国でそろって2021年4-6月期の実質GDP成長率が発
表されるほか、米国の雇用統計など足元の経済データの発表で景気回復の度合いが注目されます。一方、ワ
クチン接種の進展がこれらの国・地域よりも遅れている日本では、日銀短観の6月調査結果が公表されます。
また、月内には国際通貨基金（IMF）の最新の経済見通しが公表されます。

 6月に開催された米連邦公開市場委員会（FOMC）で示された、FOMCメンバーが適切と考える政策金利
水準の分布図（ドットチャート）では、2023年末にゼロ金利政策の解除を適切と考えるメンバーが前回より
も増えました。さらにFOMC後、セントルイス連銀のブラード総裁がタカ派的な発言をしたことで、早期利上げへ
の警戒感が高まり、市場はリスク回避へと反応しました。7月にはこの時のFOMCの議事録が公表されるほか、
再びFOMCが開催されます。今回はドットチャートの公表はありませんが、米連邦準備制度理事会（FRB）
の高官等の発言が注目されます。また、欧州中央銀行（ECB）は、6月の会合時に金融緩和政策の維持
を発表しているものの、欧州での景気回復を受けてどのような姿勢の変化が見られるのか注目されます。

米国 欧州 中国・アジア・その他 日本
1日:6月ISM製造業景況指数
2日:6月雇用統計、5月貿易収支
6日:6月ISM非製造業景況指数
7日:米連邦公開市場委員会(FOMC)
議事録

2日:ユーロ圏5月PPI
6日:ユーロ圏5月小売売上高
7日:ドイツ5月鉱工業生産
8日:ドイツ5月貿易収支

月内:IMF世界経済見通し
1日:中国6月財新製造業PMI
5日:中国6月財新非製造業PMI
6日:豪金融政策決定会合
7日:中国6月外貨準備高
8日:ブラジル6月IBGEインフレ率
9日:中国6月PPI・CPI

1日:日銀短観
6日:5月家計調査、5月毎月勤労統計
8日:5月国際収支、6月景気ウォッチャー、
6月東京オフィス空室率

13日:6月消費者物価指数(CPI)
14日:ベージュブック、6月生産者物価
指数(PPI)
15日:6月鉱工業生産
16日:6月小売売上高、7月ミシガン大
学消費者センチメント指数
20日:6月住宅着工件数

14日:ユーロ圏5月鉱工業生産、イ
ギリス6月CPI
16日:ユーロ圏5月貿易収支

13日:中国6月貿易収支
14日:トルコ金融政策委員会
15日:中国4-6月期GDP、6月鉱工業生
産、6月小売売上高、6月固定資産投資、
豪6月雇用統計

12日:5月機械受注
15-16日:日銀金融政策決定会合
19日:6月首都圏マンション発売戸数、6月
全国百貨店売上高
20日:6月全国CPI、6月コンビニエンスストア
売上高、6月スーパーマーケット売上高

22日:6月中古住宅販売件数
23日:7月製造業購買担当者景気指数
（PMI）
26日:6月新築住宅販売件数
27日:5月S&Pコアロジック・ケースシラー
住宅価格指数、6月耐久財受注、7月
消費者信頼感指数
27-28日:FOMC
29日:4-6月期GDP
30日:6月個人所得、個人支出
(PCE)、PCEデフレーター

22日:欧州中央銀行(ECB)理事
会、ユーロ圏7月消費者信頼感指
数
23日:ユーロ圏7月PMI
26日:ドイツ7月IFO企業景況感指
数
29日:ドイツ7月CPI
30日:ユーロ圏4-6月期GDP

21日:豪6月小売売上高
22日:インドネシア金融政策決定会合
31日:中国7月製造業・非製造業PMI

21日:6月貿易収支
30日:6月失業率、6月小売業販売額、
6月鉱工業生産、6月住宅着工件数

（注）2021年6月23日現在。日付は現地時間。　（出所）各種報道等より三井住友DSアセットマネジメント作成

【各国・地域の経済指標、金融政策決定会合等イベントの予定（2021年7月）】

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2021/06/news210617us/
https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2021/06/news210617ch/
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